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日
本
の
擬
似
外
国
会
社
規
制
は
正
当
化
さ
れ
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か
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通
商
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お
け
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事
業
活
動
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自
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と

　
　
　
　
Ｅ
Ｕ
運
営
条
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に
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る
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開
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六
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一
　
は
じ
め
に

　
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
在
、
資
産
の
流
動
化
等
の
新
し
い
金
融
手
法
に
お
い
て
、
日
本
法
以
外
の
法
律
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
（
以
下
、「
外
国
会
社
」
と
い
う
）
を
利
用
す
る
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
特
に
外
国
証
券
会
社
が
、
そ

の
日
本
で
の
営
業
を
外
国
会
社
の
日
本
支
店
を
通
じ
て
行
っ
て
き
た  
 

。
た
と
え
ば
、G

oldm
an
Sachs

 
    
        

社
は
、
日
本
で
はG

oldm
an

 
    
   

Sachs
(Japan),

Ltd.

                   
と
い
う
会
社
の
日
本
支
店
を
通
じ
て
営
業
を
行
っ
て
い
た
が  
 

、
当
該
会
社
は
、（Japan)

      
と
い
う
名
称
が
つ
い
て

い
る
も
の
の
、
日
本
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
ま
た
、

バ
ー
ジ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
全
く
営
業
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
法
以
外
の
法
律
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、

日
本
で
営
業
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
会
社
の
こ
と
を
、
擬
似
外
国
会
社
と
い
う
。

　
日
本
の
会
社
法
八
二
一
条
は
、
擬
似
外
国
会
社
は
日
本
で
継
続
的
取
引
が
で
き
ず
、
ま
た
、
違
反
し
て
取
引
を
し
た
場
合
に
は
、
会

社
の
代
表
者
が
、
取
引
の
相
手
方
に
対
し
て
、
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
会
社
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
規
定
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
会
社
法
は
、
擬
似
外
国
会
社
に
対
し
て
、
継
続
的
取
引
を
禁
止
す
る
と
い
う
一
般
的
な
規
制
を
設
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
擬
似
外
国
会
社
に
該
当
す
る
こ
と
だ
け
を
要
件
と
し
て
一
般
的
に
規
制
す
る
の
は
、
は
た
し
て

合
理
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
場
合
、
後
述
す
るC

entros

 
      

事
件
判
決  
 

が
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
で
い
う
擬
似
外
国
会
社
で
あ
っ
て
も
、
国

内
の
最
低
資
本
金
制
度
を
、
他
の
構
成
国
で
適
法
に
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
課
す
こ
と
は
「
開
業
の
自
由
」
に
反
し
、
債
権
者
保

護
等
を
理
由
と
し
て
支
店
登
録
を
拒
否
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
（T

reaty
on
the
Functioning

 
                         

of
the
E
uropean

U
nion

        
         
    
）
四
九
条
・
五
四
条
（
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
）
に
よ
り
、
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
構

（
１
）

（
２
）

（
３
）

論　　　説
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成
国
で
営
業
を
す
る
自
由
、
す
な
わ
ち
「
開
業
の
自
由
」
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
擬
似
外
国
会
社
で
あ
っ
て
も
構
成
国
国
内
で
の
活
動

が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
が
締
結
す
る
通
商
航
海
条
約
の
規
定
に
も
、
一
方
の
締
約
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
事
業

活
動
を
す
る
自
由
、
す
な
わ
ち
「
事
業
活
動
の
自
由
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
の
い
う
「
開
業
の
自
由
」
と
通
商
航
海
条
約
に
い
う
「
事
業
活
動
の
自
由
」
が
類
似
す
る
場
合
、
統
一
市

場
に
は
な
い
日
本
に
お
け
る
擬
似
外
国
会
社
に
対
す
る
規
制
は
、
少
な
く
と
も
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
て
い
る
国
家
と
の
間
に
お
い

て
は
正
当
化
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
の
疑
似
外
国
会
社
規
制
を
、
通
商
航
海
条
約
と
の
関
連
で
論
じ
た
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
日
本

が
通
商
航
海
条
約
を
結
ぶ
相
手
国
と
の
間
で
は
、
日
本
の
擬
似
外
国
会
社
規
制
が
正
当
化
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
を
、

Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
に
い
う
「
開
業
の
自
由
」
と
通
商
航
海
条
約
に
い
う
「
事
業
活
動
の
自
由
」
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
ら
か

に
し
た
い
。

　
論
文
構
成
と
し
て
、
ま
ず
二
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
続
い
て

三
に
お
い
て
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
四
で
「
開
業
の
自
由
」
と
「
事
業

活
動
の
自
由
」
と
を
比
較
検
討
し
、
五
で
日
本
に
お
い
て
望
ま
し
い
外
国
会
社
規
制
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
す
る
。

二
　
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
と
は
何
か
　

（
１
）
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約

　
欧
州
連
合
（the

E
uropean

U
nion:

E
U

     
         
       
 

）
と
は
、
そ
も
そ
も
経
済
統
合
、
す
な
わ
ち
、
物
・
人
・
サ
ー
ビ
ス
・
資
本
の
自
由
移
動
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を
中
核
と
す
る
共
同
市
場
の
形
成
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た  
 

。
ま
た
、
構
成
国
間
に
お
け
る
貿
易
障
壁
を
す
べ
て
撤
廃
し
、
個
人
及
び

企
業
の
経
済
活
動
を
自
由
化
・
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る  
 

。

　
こ
の
Ｅ
Ｕ
を
規
律
し
て
い
る
の
が
Ｅ
Ｕ
法
（
広
義
）
で
あ
る
。
広
義
の
Ｅ
Ｕ
法
は
さ
ら
に
、
主
権
の
制
限
を
伴
わ
な
い
狭
義
の
Ｅ
Ｕ

法
（
Ｅ
Ｕ
条
約  
 

及
び
そ
れ
に
基
づ
く
実
施
措
置
な
ど
）
と
、
主
権
の
制
限
を
伴
う
超
国
家
的
法
秩
序
を
構
成
す
る
Ｅ
Ｃ
法
（
Ｅ
Ｕ
運
営

条
約
（
Ｅ
Ｃ
条
約
）
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
派
生
法
な
ど
）
か
ら
成
る
混
成
的
な
法
体
系
で
あ
る
と
さ
れ
る  
 

。
そ
し
て
そ
の
中
核
を
な
す

の
が
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
は
、
単
一
欧
州
議
定
書
に
始
ま
り
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
、

ニ
ー
ス
条
約
及
び
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
各
改
正
を
経
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
か
ら
名
称
を
変
更
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
リ

ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
の
条
文
を
基
本
と
し
、
旧
条
文
を
用
い
る
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
行
の
条
文
番
号

を
付
記
す
る
。

　
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
は
四
五
条
以
下
に
お
い
て
、
人
、
役
務
及
び
資
本
の
自
由
移
動
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
同
条
約
四
九
条
一
項
は

「
い
ず
れ
か
の
構
成
国
の
国
民
の
他
の
構
成
国
の
領
域
に
お
け
る
開
業
の
自
由
に
関
す
る
制
限
は
、
禁
止
す
る
。
こ
の
禁
止
は
、
い
ず
れ

か
の
構
成
国
の
領
域
に
居
住
し
て
い
る
い
ず
れ
か
の
国
民
に
よ
る
代
理
店
、
支
店
又
は
子
会
社
の
設
立
に
対
す
る
制
限
に
も
及
ぶ  
 

」
と

定
め
て
お
り
、
構
成
国
国
民
が
享
受
す
る
「
開
業
の
自
由
（freedom

of
establishm

ent
       
              
   
）  
 

」
に
対
す
る
制
限
の
撤
廃
を
構
成
国
に
対

し
て
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
「
開
業
の
自
由
」
と
は
一
次
的
開
業
と
二
次
的
開
業
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
次
的
開
業
と
は
、
あ
る
構
成
国
の

国
内
法
に
基
づ
く
会
社
の
設
立
を
意
味
し
、
二
次
的
開
業
と
は
、
他
の
構
成
国
に
お
け
る
代
理
店
、
支
店
又
は
子
会
社
の
設
立
を
意
味

す
る  
 

。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
五
四
条  
 

に
よ
り
、
自
然
人
だ
け
で
な
く
、
構
成
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
に
も
四
九

条
に
い
う
「
開
業
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
る
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
　
）
１０

（
　
）
１１
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構
成
国
の
法
律
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
享
受
す
る
「
開
業
の
自
由
」
の
内
容
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
（
以
下
「
Ｅ
Ｃ
Ｊ
」
と

い
う
）
の
判
決
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
各
構
成
国
が
他
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
規
制
を
課
す
権
限
が
あ
る
の
か
と
い
う
規
律
管
轄
権
の
範
囲
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
下
で
は
会
社
の
「
開

業
の
自
由
」
に
関
し
て
判
断
し
た
主
要
な
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
を
検
証
し
、
判
決
か
ら
明
ら
か
に
な
る
「
開
業
の
自
由
」
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
す
る  
 

。

（
２
）
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決

①C
entros

 
      

事
件
判
決  
 

事
件
の
概
要

　C
entros

 
      

社
は
、
一
九
九
二
年
五
月
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
に
お
い
て
私
有
限
責
任
会
社
（private

lim
ited

           
     

com
pany;

   
      
以
下
「
Ｐ
Ｌ
Ｃ
」
と
い
う
）
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
同
社
の
株
主
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
で
デ
ン
マ
ー
ク
に
居
住
す
る
ブ
ラ

イ
ド
（B

ryde)

 
     
夫
妻
で
あ
り
、
取
締
役
で
あ
っ
た
ブ
ラ
イ
ド
婦
人
は
、
同
年
夏
、C

entros

 
      

社
の
支
店
を
登
録
す
る
た
め
に
会
社
の
定

款
（m

em
orandum

of
association

 
  
       
               
）
の
認
証
を
求
め
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
商
取
引
・
会
社
監
督
庁
（
以
下
、「
デ
ン
マ
ー
ク
会
社
監

督
庁
」
と
い
う
）  
 

に
申
入
れ
た
。
資
本
金
は
一
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
払
い
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
外
国
の
有
限
責
任
会
社
の
支
店
登
録
は
、
事
件
当
時
、
デ
ン
マ
ー
ク
合
併
規
則
一
一
七
条
～
一
二
二
条
に

よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
構
成
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
有
限
会
社
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
で
設
立
さ
れ
、
会
社
を

代
理
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
一
人
以
上
の
取
締
役
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
支
店
を
通
じ
て
営
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
し
て
、
支
店
は
営
業
を
す
る
た
め
に
会
社
監
督
庁
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
た
。

（
　
）
１２

（
　
）
１３

（
　
）
１４
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ま
た
、
事
件
当
時
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
設
立
さ
れ
る
有
限
責
任
会
社
に
は
二
〇
万
デ
ン
マ
ー
ク
ク
ロ
ー
ネ
の
資
本
金
を
払
い
込

む
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
に
お
い
て
支
店
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
他
の
構
成
国

で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
最
低
資
本
金
を
課
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
有
限
会
社
に
対
す
る
最
低
資
本
金

制
度
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
会
社
監
督
庁
は
、C

entros

 
      

社
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
提
出
を
要
請
し
た
情
報
を

ブ
ラ
イ
ド
夫
妻
か
ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
支
店
の
登
録
申
請
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
対
し
てC

entros

 
      

社
は
、
支
店
の
登
録
申
請

拒
否
決
定
の
取
消
を
求
め
て
東
部
地
区
高
等
裁
判
所
（E
astern

R
egional

C
ourt

 
        
         
    
）
に
提
訴
し
た
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
は
、「
開
業

の
自
由
」
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
の
規
定
は
、
設
立
さ
れ
た
構
成
国
と
は
別
の
構
成
国
で
の
み
営
業
を
行
う
会
社
が
、
営
業
を
行
う
構
成

国
の
法
律
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
な
い
と
し
て
、C

entros

 
      

社
の
申
立
を
退
け
た
た
め
、C

entros

 
      

社
は
デ
ン
マ
ー
ク

最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
そ
こ
で
デ
ン
マ
ー
ク
最
高
裁
判
所
は
審
理
を
中
断
し
て
、
下
記
の
問
題
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判

所
に
対
し
先
行
判
決
を
求
め
た
。

構
成
国
Ａ
国
で
適
法
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
国
に
登
録
事
務
所
を
持
つ
会
社
が
、
Ａ
国
で
営
業
活
動
を
せ
ず
、
別
の
構
成
国
Ｂ
国
で
支

店
を
開
設
し
て
活
動
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
Ｂ
国
の
最
低
資
本
金
規
制
制
度
を
回
避
す
る
目
的
を
有
し
て
い
る
場
合
、
Ｂ
国
が
支
店

の
登
録
申
請
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
Ｅ
Ｃ
条
約
五
二
条
・
五
八
条
（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
抵
触
す
る
か
否
か
。

判
決
内
容
及
び
検
討

　
本
件
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
の
適
用
を
回
避
す
る
た
め
に
英
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
つ
い
て
、
当
該
会
社
が
も
っ
ぱ
ら
デ
ン
マ
ー
ク
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で
支
店
を
通
じ
て
営
業
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
支
店
登
録
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約

（
現
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
）
の
保
障
す
る
「
開
業
の
自
由
」
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。

　
判
決
は
主
に
三
つ
の
部
分
に
わ
た
っ
て
判
断
を
下
し
た
。
第
一
に
、
本
件
が
Ｅ
Ｃ
条
約
の
保
障
す
る
「
開
業
の
自
由
」
の
適
用
範
囲

に
服
す
る
か
、
第
二
に
、「
開
業
の
自
由
」
の
適
用
範
囲
に
服
す
る
場
合
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
を
回
避
す
る
た
め
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
あ

る
ブ
ラ
イ
ド
夫
妻
が
英
国
で
会
社
を
設
立
し
、
支
店
を
通
じ
て
そ
の
ほ
ぼ
全
て
の
営
業
を
デ
ン
マ
ー
ク
で
行
う
行
為
が
「
開
業
の
自

由
」
の
濫
用
に
当
た
ら
な
い
か
、
そ
し
て
第
三
に
、
支
店
登
録
拒
否
は
Ｅ
Ｃ
条
約
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
正
当
化
さ
れ
る
か
の
三
点
で

あ
る  
 

。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
支
店
を
開
設
す
る
先
の
構
成
国
の
国
民
が
他
の
構
成
国
で
会
社
を
設
立
す
る
場
合
で
も
、
構
成
国
の
法
律

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
設
立
国
以
外
の
構
成
国
に
お
い
て
支
店
を
有
す
る
こ
と
を
望
む
場
合
は
、
共
同
体
法
の
適
用
範
囲
に

入
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
続
い
て
第
二
の
点
に
つ
い
て
判
決
は
、「
国
内
裁
判
所
は
、
不
当
な
行
為
を
す
る
者
に
つ
い
て
、
共
同
体
法
規
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
利
益
を
否
定
す
る
た
め
に
、
そ
の
者
の
濫
用
的
行
為
や
詐
欺
的
行
為
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る  
 

」
と
し
て
、
濫
用
的
行
為
又
は
詐

欺
的
行
為
の
規
制
の
た
め
に
「
開
業
の
自
由
」
の
制
限
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、「
共
同
体
法
の
規
定

の
目
的
に
照
ら
し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い  
 

」
と
し
た
上
で
、「
開
業
の
自
由
に
関
す
る
条
約
規
定
は
、
構
成

国
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
構
成
国
に
お
い
て
代
理
店
、
支
店
、
子
会
社
を
通
じ
て
活
動
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
目
的
を
有
し
て
い
る
た
め
、
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を
望
む
構
成
国
国
民
が
、
最
も
規
制
的
で
な
い
と
思
わ
れ
る
会
社
法
規
定
を
有

す
る
構
成
国
に
お
い
て
会
社
を
設
立
し
、
他
の
構
成
国
に
お
い
て
支
店
を
開
設
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
自
体
は
、
開
業
の
自
由
の

濫
用
と
は
な
り
え
な
い  
 

」
と
し
、
ブ
ラ
イ
ド
夫
妻
の
行
為
に
つ
い
て
「
開
業
の
自
由
」
の
濫
用
を
否
定
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
構
成

（
　
）
１５

（
　
）
１６

（
　
）
１７

（
　
）
１８
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国
の
国
内
法
回
避
を
目
的
と
し
て
他
の
構
成
国
で
会
社
を
設
立
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
支
店
を
前
者
の
構
成
国
内
に
設
け
る
こ
と
は

「
開
業
の
自
由
」
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
第
三
の
点
に
つ
い
て
判
決
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
の
「
開
業
の
自
由
」
に
対
す
る
制
限
と
さ
れ
る
措
置
の
合
理
性
に
つ
い
て
、

四
つ
の
要
件
を
挙
げ
て
、
そ
の
措
置
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
運

営
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
の
規
定
す
る
「
開
業
の
自
由
」
を
損
な
う
い
か
な
る
措
置
も
、（
ａ
）
非
差
別
的
で
あ
る
こ
と
、（
ｂ
）
一

般
利
益
に
お
け
る
緊
急
の
必
要
性
（im

perative
requirem

ent

  
                 
   
）
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
、（
ｃ
）
当
該
措
置
が
目
的
の
実
現

の
確
保
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、（
ｄ
）
当
該
措
置
が
目
的
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
（
比
例
原
則
）
の
要
件
を

全
て
満
た
さ
な
い
限
り
、
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
会
社
監
督
庁
が
主
張
し
て
い
た
、
債
権
者
保
護
の
必

要
性
に
よ
り
支
店
登
録
拒
否
が
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
事
に
関
し
て
、
上
記
の
要
件
を
全
て
満
た
さ
な
い
た
め
、
正
当
化
さ
れ
得
な
い

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

②Ü  

berseering

          

事
件  
 

　
事
件
の
概
要

　Ü  

berseering
B
V

            
 
（
以
下
「Ü  

berseering

          

社
」
と
い
う
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て

登
録
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
ま
た
、N

C
C

 
 
 

社
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
建
設
会
社
で
あ
る
。

　
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、Ü  

berseering

          

社
は
、
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
お
い
て
土
地
を
取
得
し
、
一
九
九
二
年
一
一
月
二
七

日
に
、
土
地
の
上
に
建
っ
て
い
た
建
物
の
改
装
契
約
をN

C
C

 
 
 

社
と
締
結
し
た
。N

C
C

 
 
 

社
は
契
約
に
基
づ
き
改
装
工
事
を
行
っ
た
が
、

Ü  

berseering

          

社
は
塗
装
工
事
に
欠
陥
が
あ
る
と
し
て
、
一
九
九
六
年
に
補
償
を
求
め
てN

C
C

 
 
 

社
を
ド
イ
ツ
の
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し

（
　
）
１９
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た
。
し
か
し
な
が
ら
、
提
訴
前
の
一
九
九
四
年
一
二
月
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
在
住
の
二
人
の
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
てÜ  

berseering

          

社
の
全
持
分
が
取
得
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
る
と
同
社
は
全
持
分
が
二
人
の
ド
イ
ツ
人
に
移
転
し
た
時
点
で
そ
の

本
拠
（center

of
adm
inistration

             
           
）
を
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
移
転
し
た
こ
と
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会

社
で
あ
るÜ  

berseering
          

社
は
、
そ
の
本
拠
た
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
再
設
立
さ
れ
な
い
限
り
法
人
格
を
持
た
ず
、
結
果
と
し
て
訴
訟
を

追
行
で
き
な
い  
 

と
し
て
、
地
裁
は
訴
え
を
却
下
し
、
高
等
裁
判
所
も
地
裁
の
判
断
を
支
持
し
た
。Ü  

berseering

          

社
は
こ
れ
を
不
服
と

し
て
ド
イ
ツ
連
邦
最
高
裁
判
所
（B

undesgerichtshof;

 
                  
以
下
「
Ｂ
Ｇ
Ｈ
」
と
い
う
）
に
上
告
し
た
。

　
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
本
拠
地
法
主
義
を
採
用
し
、
会
社
の
本
拠
地
法
に
よ
り
問
題
を
解
決
す
べ
き
と
し
た
が
、
会
社
の
実
際
の
本
拠
が
他
国

に
移
転
し
た
事
案
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
「
開
業
の
自
由
」
が
、
会
社
の
法
的
立
場
と
会
社

の
本
拠
が
存
在
す
る
国
家
の
法
律
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
か
否
か
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
か
ら
明
確
に
導
き
出
せ

な
か
っ
た
た
め
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
先
行
判
決
を
求
め
た
。

・
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
及
び
四
八
条
は
、
会
社
が
実
際
の
本
拠
を
移
し
た
国
で
は
契
約
に
基
づ
き
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
、
あ
る
構
成
国
の
法
律
に
基
づ
き
有
効
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能
力
は
そ
の
本
拠
を
移
し
た
地
で

あ
る
他
国
の
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
。

・
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
会
社
の
「
開
業
の
自
由
」（
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
）
は
、
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟

当
事
者
能
力
が
、
会
社
が
設
立
さ
れ
た
地
の
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
か
。

（
　
）
２０
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判
決
内
容
及
び
検
討

　
本
件
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
そ
の
全
て
の
持
分
権
を
ド
イ
ツ
国
民
に
取
得
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
法
に
よ

れ
ば
そ
の
本
拠
が
ド
イ
ツ
に
移
転
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
法
が
そ
の
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能
力

を
認
め
な
い
と
す
る
こ
と
が
「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
本
判
決
に
お
い
て
、（
ｉ
）「
開
業
の
自
由
」
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
、（
ⅱ
）「
開
業
の
自
由
」
の

制
限
が
存
在
す
る
か
、（
ⅲ
）「
開
業
の
自
由
」
の
制
限
が
正
当
化
さ
れ
る
か
の
三
点
に
つ
い
て
順
に
検
討
し
て
お
り
、
基
本
的
に

C
entros

 
      

事
件
判
決
の
考
え
方
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
開
業
の
自
由
」
に
つ
い
て
最
初
に
判
断
を
下
し
たD

aily
M
ai

 
      
  l  

事
件
判
決  
 

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
、D

aily
M
ail

 
      
   
事
件
判
決
で
は
、
各
構
成
国
の
会
社
法
の
内
容
が
調
和
し
て
い
な
い
状
況
を
Ｅ
Ｃ
条
約
は
認
め
て
い
る
の
で
あ

り
、「
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
五
二
条
及
び
五
八
条
（
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
は
、
構
成
国
の
法
の

下
で
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
、
そ
の
法
人
格
を
維
持
し
た
ま
ま
、
他
の
構
成
国
に
そ
の
管
理
支
配
地
又
は
管
理
の
中
心
を
移
転
す

る
権
利
を
与
え
る
と
は
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い  
 

」
と
判
示
し
て  
 

、
会
社
の
設
立
国
及
び
本
拠
地
で
あ
る
英
国
租
税
法
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
開
業
の
自
由
」
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
本
判
決
は
、D

aily
M
ail

 
      
   
事
件
判
決
は
、
会
社
が
設
立
国
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
法
人
格
を
維
持
し
た
ま
ま
別
の

構
成
国
に
本
拠
を
移
転
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
け
る
、
設
立
国
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
り
（
転
出
問
題
）、

本
件
は
、
あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
を
別
の
構
成
国
で
承
認
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
た
め
（
転
入
問
題
）、
事
案
が
異

な
る
と
し
た  
 

。

　
ま
た
、Ü  

berseering

          

事
件
判
決
は
、C

entros

 
      

事
件
判
決
が
示
し
た
四
要
件
に
照
ら
し
た
上
で
、
ド
イ
ツ
以
外
の
構
成
国
の
法
の
下

（
　
）
２１

（
　
）
２２

（
　
）
２３
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で
有
効
に
成
立
し
た
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能
力
は
債
権
者
等
の
利
益
保
護
の
目
的
の
た
め
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
た
。
こ
れ
は
、
規
律
管
轄
権
の
問
題
と
し
て
、
構
成
国
は
他
の
構
成
国
で
有
効
に
成
立
し
た
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能

力
に
つ
い
て
規
律
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
判
断
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

③Inspire
A
rt

 
        
  

事
件
判
決  
 

事
実
の
概
要

　Inspire
A
rt

         
  
社
は
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
八
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
私
有
限
責
任
会
社
（
Ｐ

Ｌ
Ｃ
）
で
あ
り
、
そ
の
登
録
事
務
所
を
英
国
に
有
し
て
い
た
。
唯
一
の
取
締
役
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
に
居
住
し
て
お
り
、
単
独
か
つ

独
立
し
て
会
社
を
名
乗
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。Inspire

A
rt

 
        
  
社
は
、「Inspire

A
rt
Ltd

         
      
」
と
い
う
名
称
に
お
い
て

活
動
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
支
店
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
社
は
オ
ラ
ン
ダ
商
取
引
・
会
社
監
督
庁
の
商
業
登
記
簿
に
、
オ
ラ
ン

ダ
擬
似
外
国
会
社
法
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
）
一
条
に
お
け
る
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
表
示
せ
ず
に
記
録
さ
れ
た
。
し
か
し
、
英

国
会
社
で
あ
るInspire
A
rt

         
  
社
は
、
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
取
引
を
し
て
い
た
た
め
、
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
と
い
う
表
示
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
商
取
引
・
会
社
監
督
庁
は
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
州
裁
判
所
に
、Inspire

A
rt

 
        
  
社
は

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
い
う
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
と
い
う
表
示
を
商
業
登
記
簿
に
お
け
る
同
社
の
登
記
に
付
加
す
る
命
令
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

ま
た
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
い
う
擬
似
外
国
会
社
は
、
付
加
的
な
法
定
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た  
 

。

　Inspire
A
rt

         
  
社
は
、
第
一
に
、
同
社
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
一
条
の
定
め
る
擬
似
外
国
会
社
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
同
社

が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
一
条
の
要
件
に
合
致
す
る
と
州
裁
判
所
が
判
断
し
た
と
し
て
も
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
規
定
は
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ

Ｕ
運
営
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
一
年
二
月
五
日
付
の
命
令
に
お
い
て
ア
ム
ス
テ

（
　
）
２５

（
　
）
２６
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ル
ダ
ム
州
裁
判
所
は
、Inspire

A
rt

 
        
  
社
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
一
条
に
お
け
る
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
訴
訟
手
続
き
を
中
断

し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
共
同
体
法
と
の
適
合
性
に
関
す
る
以
下
の
問
題
に
つ
い
て
の
先
行
判
決
を
Ｅ
Ｃ
Ｊ
に
求
め
た
。

・
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
及
び
四
八
条
は
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
も
規
制
が
緩
い
英
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
英
国
で
は
全
く
営
業
を
せ
ず

に
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
で
営
業
す
る
場
合
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
従
っ
て
、
会
社
の
支
店
開
設
に
対
し
て
追
加
の

要
件
を
課
す
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
。

・
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
の
規
定
が
Ｅ
Ｃ
条
約
規
定
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
定
め
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
の
規
定
は
そ

の
立
法
目
的
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
適
用
に
つ
い
て
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
六
条
（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
五
二
条
）
が
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

判
決
内
容
及
び
検
討

　
本
判
決
は
、C

entros

 
      
事
件
判
決
とÜ  

berseering

          

事
件
判
決
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
基
本
的
な
考
え
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た  
 

。
Ｅ

Ｃ
Ｊ
は
、
当
該
国
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
は
ま
ず
会
社
法
指
令
に
合
致
す
る
か
否
か
を
判
断
し
、
そ
れ
を
超
え
る
規
制
は
直
ち
に
指
令

に
反
す
る
こ
と
か
ら
違
法
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
会
社
法
指
令
に
な
い
規
制
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
の
定
め
る

「
開
業
の
自
由
」
に
対
し
て
障
害
が
あ
る
か
を
判
断
し
、
そ
の
上
で
障
害
が
あ
る
場
合
に
はC

entros

 
      
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
四
要
件
に

照
ら
し
て
正
当
化
さ
れ
る
か
を
判
断
し
た
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
判
断
の
結
果
、
他
の
構
成
国
で
有
効
に
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
、
そ
れ
が
擬
似
外
国
会
社
に
該
当
す
る
場
合
に
は
最

低
資
本
金
規
制
を
課
し
、
違
反
し
た
場
合
に
罰
則
を
与
え
る
と
い
う
規
定
は
、
債
権
者
保
護
、「
開
業
の
自
由
」
の
不
当
行
使
の
防
止
、

（
　
）
２７
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実
効
的
な
税
務
監
査
と
公
正
な
取
引
保
護
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
最
低
資
本
金
制
度
に
つ
い

て
は
、「
開
業
の
自
由
」
に
対
す
る
過
度
の
規
制
と
な
り
、
よ
り
規
制
的
で
な
い
方
法
に
よ
っ
て
も
債
権
者
保
護
は
図
れ
る
と
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
他
の
構
成
国
で
有
効
に
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
、
構
成
国
は
、「
開
業
の
自
由
」
を
制
限
す
る
よ
う
な
最
低
資
本
金

制
度
を
課
す
権
限
を
有
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

（
３
）
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
か
ら
読
み
と
れ
る
「
開
業
の
自
由
」
の
内
容

　「
開
業
の
自
由
」
に
関
す
る
一
連
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
を
検
討
し
た
結
果
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
四
九
条
・
五
四

条
）
が
保
障
す
る
会
社
の
「
開
業
の
自
由
」
と
は
、
構
成
国
の
法
律
に
従
っ
て
会
社
を
設
立
す
る
権
利
（
一
次
的
開
業
の
権
利
）
と
、

あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
代
理
店
、
支
店
、
子
会
社
を
通
じ
て
他
の
構
成
国
に
お
い
て
営
業
を
す
る
権
利
（
二
次
的
開
業
の

権
利
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
当
該
会
社
が
設
立
国
で
営
業
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
実
は
関
係
が
な
く
、
営
業
国

の
法
律
回
避
が
あ
る
場
合
で
も
保
障
さ
れ
る
。
こ
の
「
開
業
の
自
由
」
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
利
益
が
少
し
で
も
損
な

わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
措
置
は
「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
各
構
成
国
は
、
自
国
の
公
共
の
利
益
の
た
め
に

「
開
業
の
自
由
」
を
制
限
す
る
措
置
を
、
一
定
の
条
件
の
下
で
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

　
一
連
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
は
、
国
内
法
に
よ
る
規
制
措
置
が
Ｅ
Ｃ
法
に
お
い
て
妥
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
規
制
措
置
が
会
社
法
指
令
の
規
定
に
明
ら
か
に
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
措
置
は
違
法
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

　
次
に
、
会
社
法
指
令
の
適
用
範
囲
を
超
え
る
内
容
の
規
制
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
四
九
条
・
五
四
条
）

に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
か
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
当
該
規
制
措
置
が
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
の
目
的
に
照
ら
し
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て
「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
と
さ
れ
た
場
合
、
さ
ら
に
当
該
規
制
措
置
が
四
つ
の
要
件
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
か
が
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
四
要
件
と
は
、（
ａ
）
非
差
別
的
で
あ
る
こ
と
、（
ｂ
）
一
般
利
益
に
お
け
る
緊
急
の
必
要
性
（im

perative
requirem

ent

  
                 
   
）
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
、（
ｃ
）
当
該
措
置
が
目
的
の
実
現
の
確
保
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、（
ｄ
）
当
該
措
置
が
目
的
達
成

に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
（
比
例
原
則
）
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
限
り
、「
開
業
の
自
由
」

を
規
制
す
る
措
置
が
正
当
化
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｃ
法
で
は
、
原
則
的
に
「
開
業
の
自
由
」
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
成
国
の
法
律
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社

が
支
店
等
を
利
用
し
て
自
由
に
そ
の
実
質
的
な
本
拠
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
構
成
国
間
の
会
社
に
対
す
る

規
制
を
統
一
す
る
た
め
に
会
社
法
指
令
を
出
し
て
お
り
、
情
報
開
示
等
の
規
制
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
保
護
等
の
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
各
構
成
国
が
外
国
会
社
に
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
規
制
措
置
は
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
過
度
で

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
常
に
条
約
の
目
的
の
文
脈
に
お
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
構
成
国
が
、
会
社
が
そ
の
本
拠
を
移
転
す
る
場
合
に
関
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
規
律
管
轄
権
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ

Ｊ
の
判
例
か
ら
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
例
は
、
会
社
の
移
転
に
つ
い
て
、
あ
る
構
成
国
の
法
律
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
が
、
設
立
国
で
の
法
人
格
を
維
持
し
た
ま
ま
そ
の
本
拠
を
他
の
構
成
国
に
移
転
す
る
場
合
（
転
出
問
題
）
と
、
他
の
構

成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
を
自
国
内
に
お
い
て
承
認
す
る
場
合
（
転
入
問
題
）
の
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　
前
者
（
転
出
問
題
）
に
関
し
て
は
、
構
成
国
は
、
自
国
の
会
社
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
に
対
し
て
、
他
の
構
成
国
へ
の
本
拠

の
移
転
を
伴
っ
た
開
業
（
一
次
的
開
業
）
を
制
限
す
る
規
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
設
立
国
の
租
税
法

に
関
し
て
、
同
法
の
適
用
が
、
会
社
が
本
拠
を
移
転
し
て
他
の
構
成
国
で
開
業
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
開
業
の
自

由
」
に
は
反
し
な
い
。
つ
ま
り
、
租
税
法
分
野
で
は
、
構
成
国
は
そ
の
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
と
の
関
係
に
お
い
て
規
律
管
轄
権
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を
有
す
る  
 

。

　
一
方
、
後
者
（
転
入
事
案
）
の
場
合
に
お
け
る
構
成
国
の
会
社
の
移
転
に
関
す
る
規
律
管
轄
の
範
囲
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
。
ま
ず
、
構
成
国
は
擬
似
外
国
会
社
自
体
あ
る
い
は
そ
の
構
成
人
に
対
し
て
、
詐
欺
を
防
止
し
又
は
罰
則
を
与
え
る
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
と
い
う
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
規
制
措
置
が
正
当
化
さ
れ
る
に
は
、C

entros

 
      

事
件
判
決
で
示

さ
れ
た
四
要
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
構
成
国
は
自
国
の
最
低
資
本
金
に
関
す
る
規
定
を
外
国
会
社
に
対

し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
他
の
構
成
国
で
適
切
に
設
立
さ
れ
た
会
社
の
法
人
格
及
び
訴
訟
当
事
者
能
力
に
つ
い
て
判

断
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。
さ
ら
に
、
他
の
構
成
国
で
適
切
に
設
立
さ
れ
た
会
社
と
自
国
会
社
と
の
吸
収
合
併
に
お
い
て
、
そ
の
商
業

登
記
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い  
 

。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、C

entros

 
      

事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
と
お
り
、
四
つ
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
会
社
の
国
際
的
移
転
に
関
し
て
規
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
　
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
と
は
何
か

　
通
商
航
海
条
約
と
は
、
諸
国
の
経
済
協
力
関
係
を
設
定
す
る
基
本
条
約
と
し
て
、
最
も
一
般
的
に
締
結
さ
れ
る
二
国
間
条
約
で
あ
る  
 

。

通
商
航
海
条
約
は
通
常
、
自
然
人
・
法
人
を
含
む
両
国
国
民
の
入
国
・
居
住
・
事
業
活
動
・
身
体
お
よ
び
財
産
の
保
護
・
商
品
の
輸

入
・
関
税
・
裁
判
管
轄
権
な
ど
、
二
国
間
の
協
力
関
係
を
促
進
す
る
上
で
の
基
本
的
な
諸
事
項
を
規
定
し
て
い
る  
 

。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
国
家
間
の
交
流
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
広
範
囲
な
事
項
に
つ
き
、
自
由
、
無
差
別
と
い
う
基
本
思
想
に
基
づ
い
て
定
め
て
い
る  
 

。

　
日
本
は
一
八
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
お
い
て
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
皮
切
り
と
し
て
、
英
・
仏
・
露
・
オ

ラ
ン
ダ
、
そ
の
他
多
数
の
国
家
と
の
間
に
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
た
。
初
期
の
条
約
は
、
当
時
の
国
内
体
制
や
諸
外
国
と
の
力
関
係

か
ら
日
本
に
と
っ
て
不
利
な
条
項
を
含
ん
で
い
た
た
め
、
改
訂
交
渉
に
苦
労
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
が
、
通
商
航
海
条
約
が
日
本

（
　
）
２８

（
　
）
２９

（
　
）
３０

（
　
）
３１

（
　
）
３２

日本の擬似外国会社規制は正当化されるか

（阪大法学）６１（２ - 239）525〔２０１１．７〕



の
近
代
化
と
国
際
社
会
と
の
交
流
緊
密
化
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た  
 

。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
主
要
各
国
と
の

通
商
航
海
条
約
は
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
戦
前
か
ら
存
在
す
る
伝
統
的
な
友
好
関
係
の
強
化
と
、
緊
密
な
経
済
的
及
び
文
化
的
関

係
の
促
進
、
通
商
関
係
の
助
長
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
通
商
航
海
条
約
が
戦
後
に
複
数
締
結
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
戦
後
に
日

本
が
初
め
て
締
結
し
た
通
商
航
海
条
約
で
あ
り
、
そ
の
後
日
本
が
締
結
し
た
通
商
航
海
条
約
の
先
例
と
な
っ
て
い
る
、
日
米
友
好
通
商

航
海
条
約
（T

reaty
of
Friendship,

C
om
m
erce,

and

 
                      
  
 
          N

avigation
betw

een
T
he
U
nited

States

 
              
     
    
            

of
A
m
erica

and
Japan

     
 
               
）

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
は
、
戦
後
初
め
て
日
本
が
締
結
し
た
通
商
航
海
条
約
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
一
〇
日
に
発
効
し
た
。

同
条
約
は
前
文
に
お
い
て
、
日
米
間
の
平
和
及
び
友
好
の
関
係
強
化
、
両
国
国
民
間
の
緊
密
な
経
済
的
及
び
文
化
的
関
係
の
促
進
、
相

互
に
有
利
な
通
商
関
係
・
投
資
の
助
長
、
促
進
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
相
互
の
権
利
及
び
特
権
を
定
め
る
取
極
が
寄
与
す
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
条
件
に
与
え
ら
れ
る
最
恵
国
待
遇
及
び
内
国
民
待
遇
の
原
則
を
一
般
的
に
基
礎
と
す
る
友
好
通

商
航
海
条
約
を
締
結
す
る
と
定
め
て
い
る
。
特
に
無
条
件
の
最
恵
国
待
遇
と
は
、
相
手
国
が
相
互
条
件
そ
の
他
実
質
的
な
反
対
給
付
に

該
当
す
る
よ
う
な
待
遇
を
与
え
る
こ
と
を
条
件
と
せ
ず
、
当
該
国
で
第
三
国
が
享
受
す
る
待
遇
と
同
一
の
待
遇
を
与
え
る
べ
き
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
前
文
の
趣
旨
は
、
各
条
文
の
中
に
最
恵
国
待
遇
に
関
し
て
明
文
の
規
定
が
無
い
限
り
、
一
切
の
場
合

に
無
条
件
で
最
恵
国
待
遇
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る  
 

。

　
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
は
、
前
文
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な
事
項
を
定
め
て
い
る
が
、
本
稿
に
関
連
す
る
も
の

と
し
て
、「
事
業
活
動
の
自
由
」
を
七
条
に
お
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
一
般
に
通
商
航
海
条
約
の
核
心
を
な
す
事
業
活
動
に

関
す
る
待
遇
を
規
定
し
て
い
る  
 

。
ま
ず
同
条
一
項  
 

に
お
い
て
、
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
は
、
直
接
で
あ
る
と
代
理
人
に
よ
っ

て
で
あ
る
と
又
は
何
ら
か
の
形
態
の
適
法
な
団
体
を
通
じ
て
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
す
べ
て
の
種
類
の
商

（
　
）
３３

（
　
）
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）
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論　　　説

（阪大法学）６１（２ - 240）526〔２０１１．７〕



業
、
工
業
、
金
融
業
そ
の
他
の
事
業
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
関
し
て
、
内
国
民
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

（
ａ
）
支
店
、
代
理
店
、
事
務
所
、
工
場
等
の
事
業
活
動
の
遂
行
に
必
要
な
施
設
の
設
置
及
び
維
持
、（
ｂ
）
他
方
の
締
約
国
の
法
律
に

基
づ
く
商
事
会
社
の
設
立
及
び
他
方
の
締
約
国
の
会
社
の
過
半
数
の
利
益
の
取
得
、
並
び
に
（
ｃ
）
自
己
が
設
立
し
、
又
は
取
得
し
た

企
業
の
支
配
及
び
経
営
に
関
し
て
、
内
国
民
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
同
項
後
段
に
お
い
て
、
当
該
国
民
又
は
会
社
が

支
配
す
る
企
業
は
、
個
人
所
有
、
会
社
の
形
式
を
問
わ
ず
、
事
業
の
遂
行
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
他
方
の
締
約

国
の
国
民
又
は
会
社
が
支
配
す
る
同
様
の
企
業
が
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
事
業
活

動
遂
行
一
般
に
関
す
る
内
国
民
待
遇
を
規
定
し
て
い
る
。

　
七
条
二
項
は
、
一
項
に
お
け
る
内
国
民
待
遇
を
留
保
す
る
制
限
業
種
を
定
め
て
い
る  
 

。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
限
定
列
挙
さ
れ
た

業
種
以
外
の
す
べ
て
の
業
種
に
お
い
て
、
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
は
他
の
締
約
国
で
の
「
事
業
活
動
の
自
由
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
条
約
に
お
け
る
「
会
社
」
の
定
義
は
二
二
条
三
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
会
社
」
と
は
、
有
限
責

任
で
あ
る
か
ど
う
か
又
は
金
銭
的
利
益
を
目
的
と
す
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
社
団
法
人
、
組
合
、
会
社
そ
の
他
の
団
体
を
い
い
、

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
会
社
は
、
当
該
締
約
国
の
会
社
と
認
め
ら
れ
、
且
つ
、
そ
の

法
律
上
の
地
位
を
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
相
手
国
の
法
令
に
基
づ
き
正
規
に
成
立
し
た
会
社
を

相
手
国
の
会
社
と
し
て
法
律
上
取
り
扱
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
国
内
の
手
続
き
で
相
手
国
の
会
社
と
し
て
の
地
位
を
承

認
す
る
措
置
を
と
る
必
要
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る  
 

。

　
こ
れ
ら
の
条
文
か
ら
明
ら
か
に
な
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
内
容
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
は
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
制
限
事
業
以
外
の
す
べ
て
の
事
業
を
行
う
自
由
が
認
め
ら

（
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れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
支
店
、
代

理
店
、
事
務
所
等
の
施
設
を
設
置
・
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
内
国
民
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
会
社
に
つ
い
て
は
、
一
方
の
締
約

国
で
正
規
に
成
立
し
た
会
社
は
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、
一
方
の
締
約
国
の
会
社
と
し
て
の
地
位
が
承
認
さ
れ
る
。

四
　「
開
業
の
自
由
」
と
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
比
較

　
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
共
同
市
場
の
形
成
の
た
め
に
、
構
成
国
間
に
お
け
る
貿
易
障
壁
を
す
べ
て
撤
廃
し
、
個
人

及
び
企
業
の
経
済
活
動
を
自
由
化
・
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
が
締
結
す
る
通
商
航
海
条
約
の
代
表
例
で
あ

る
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
は
、
伝
統
的
な
友
好
関
係
の
強
化
と
、
緊
密
な
経
済
的
及
び
文
化
的
関
係
の
促
進
、
通
商
関
係
の
助
長
を

目
的
と
し
て
い
る
。
両
者
は
全
く
異
な
る
条
約
で
あ
る
が
、
構
成
国
又
は
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
が
、
他
の
構
成
国
又
は
他
方
の
締

約
国
に
お
い
て
営
業
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
国
間
又
は
締
約
国
間
の
経
済
的
な
結
び
つ
き
を
強
化
し
よ
う
と
す

る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
構
成
国
又
は
締
約
国
の
国
民
並
び
に
会
社
が
別
の
構
成
国
又
は
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
活
動
す

る
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
の
が
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
で
は
「
開
業
の
自
由
」
で
あ
り
、
通
商
航
海
条
約
で
は
「
事
業
活
動
の
自
由
」
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
開
業
の
自
由
」
と
「
事
業
活
動
の
自
由
」
で
は
、
そ
の
目
的
が
類
似
し
て
お
り
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、「
開
業
の
自
由
」
と
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
形
式
的
な
内
容
の
比
較
を
す
る
。
二
で
検
討
し
た
結
果
、「
開
業
の
自
由
」
の

内
容
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
れ
は
、
構
成
国
の
法
律
に
従
っ
て
会
社
を
設
立
す
る
権
利
（
一
次
的
開
業
）
と
、

あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
代
理
店
、
支
店
、
子
会
社
を
通
じ
て
他
の
構
成
国
に
お
い
て
営
業
を
す
る
権
利
（
二
次
的
開
業
）

で
あ
る
。
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こ
れ
は
、
通
商
航
海
条
約
に
も
共
通
し
て
い
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
事
業
活
動
の

自
由
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
容
は
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
会
社
を
設
立
す
る
権
利
、
及
び
自
国
の
会
社
の
支
店
、
代
理
店
、
事

務
所
等
を
他
の
締
約
国
に
設
置
・
維
持
す
る
権
利
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
の
「
開
業
の
自
由
」
が
保

障
す
る
一
次
的
開
業
と
二
次
的
開
業
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
と
は
、
各
構
成
国
の
国
民
並
び
に
会
社
に
対
し
て
、
他
の
構
成
国
内
で
営
業
す

る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
に
お
い
て
も
、
締
約
国
の
国

民
及
び
会
社
に
対
し
て
、
他
の
締
約
国
の
国
内
で
営
業
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
内
容
が
類
似
す
る
。

　
一
方
で
、C

entros

 
      

事
件
で
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
当
局
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
有
限
会
社
に
課
さ
れ
る
最
低
資
本
金
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、C

entros

 
      

社
の
デ
ン
マ
ー
ク
領
内
の
支
店
登
録
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
と
示
し
た

よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
の
「
開
業
の
自
由
」
は
、
内
国
民
待
遇
に
留
ま
ら
ず
、
一
歩
先
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
他

方
、
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
で
は
、
締
約
国
の
会
社
に
内
国
民
待
遇
が
保
障
さ
れ
る
と
明
文
で
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
開
業
の
自
由
」
は
「
事
業
活
動
の
自
由
」
よ
り
も
範
囲
が
広
い
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
、
擬
似
外
国
会
社
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
は
、

「
開
業
の
自
由
」
に
関
し
て
主
に
二
つ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
一
点
目
は
、
あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
法
人
格
を

伴
っ
た
ま
ま
そ
の
税
法
上
の
本
拠
を
別
の
構
成
国
に
移
転
す
る
場
合
（
一
次
的
開
業
）
に
は
、
設
立
国
は
当
該
会
社
を
規
律
す
る
権
限

を
持
ち
、
そ
れ
が
本
拠
の
移
転
を
妨
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
「
開
業
の
自
由
」
に
は
反
し
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｊ
判
決
が
明
ら
か
に
し
た
「
開
業
の
自
由
」
に
関
す
る
二
点
目
は
、
あ
る
構
成
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
代
理
店
、
支
店
、
子

会
社
を
通
じ
て
他
の
構
成
国
に
お
い
て
営
業
を
す
る
場
合
（
二
次
的
開
業
）、
当
該
会
社
が
設
立
国
で
営
業
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
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事
実
は
関
係
が
な
く
、
営
業
国
の
法
律
回
避
が
あ
る
場
合
で
も
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
く
の
擬
似
外
国
会

社
で
あ
っ
て
も
、
支
店
等
を
通
じ
て
他
の
構
成
国
で
営
業
を
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
開
業
の
自
由
」
に
反
す

る
規
制
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
構
成
国
の
擬
似
外
国
会
社
に
対
し
て
、
全
く
規
制
が
無
い
訳
で
は
な
く
、
会
社

法
指
令
に
お
い
て
、
債
権
者
保
護
の
目
的
の
た
め
に
、
会
社
の
情
報
開
示
を
義
務
付
け
る
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
各
構
成
国

が
国
内
の
立
法
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
国
の
国
内
法
規
制
の
調
和
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
法
指
令
が
適
用
さ
れ

な
い
範
囲
の
規
制
に
関
し
て
は
、C

entros

 
      

事
件
判
決
で
明
ら
か
に
な
っ
た
四
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
当
該
規
制
措
置
が

「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
と
し
て
も
、
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
と
通
商
航
海
条
約
を
締
結
す
る
相
手
国
と
の
間
に
お
い
て
は
、
会
社
法
指
令
の
よ
う
な
形
で
の
規
制
は
存
在
し
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
擬
似
外
国
会
社
に
対
す
る
規
制
の
内
容
は
、
各
締
約
国
の
立
法
に
完
全
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
会
社
法

八
二
一
条
に
お
い
て
、
擬
似
外
国
会
社
の
日
本
国
内
で
の
継
続
的
取
引
を
原
則
禁
止
し
て
い
る
が
、
擬
似
外
国
会
社
の
活
動
を
一
般
的

に
規
制
す
る
こ
と
は
、
締
約
国
の
外
国
会
社
が
、
内
国
会
社
に
対
す
る
条
件
を
満
た
す
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
活
動
を
禁
止
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
疑
似
外
国
会
社
の
一
律
規
制
は
、
締
約
国
の
外
国
会
社
に
対
し
て
内
国
民
待
遇
の
付
与
を
定
め
て
い

る
、
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
に
反
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
て
い
る
相
手
国
の
会
社
が
、
日
本
に
お
い
て
擬
似
外
国
会
社
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
当

該
会
社
の
継
続
的
取
引
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
通
商
航
海
条
約
の
規
定
に
反
す
る
た
め
、
日
本
が
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
て
い
る
相

手
国
と
の
間
で
は
、
現
行
の
会
社
法
に
よ
る
擬
似
外
国
会
社
規
制
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
擬
似
外
国
会
社
に
対
す
る
規
制
が
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
で
は
日
本
の
擬
似
外
国
会
社
規
制
の
状
況

を
確
認
す
る
と
共
に
、
今
後
の
立
法
へ
の
示
唆
を
得
た
い
。
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五
　
日
本
の
擬
似
外
国
会
社
規
制
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　
日
本
で
は
、
外
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
（
外
国
会
社
）
は
、
国
際
私
法
で
法
人
格
が
認
め
ら
れ  
 

、
民
法
三
五
条
の

規
定
に
よ
っ
て
認
許
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
会
社
と
同
一
の
私
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
外
国
会
社

は
、
外
国
会
社
と
し
て
登
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
継
続
的
に
取
引
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
三
七
条
、
会
社
法

八
一
七
条
、
八
一
八
条
）。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
の
設
立
が
極
め
て
容
易
な
外
国
が
少
な
く
な
い
と
い
う
事
実
の
下
、
日
本
に
本
店
を

設
け
る
、
ま
た
は
日
本
の
会
社
法
の
適
用
回
避
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
外
国
法
に
依
拠
し
て
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

外
国
会
社
は
日
本
で
事
業
活
動
が
で
き
る
と
い
う
原
則
が
簡
単
に
濫
用
さ
れ
得
る
と
い
う
意
見
が
あ
る  
 

。

　
そ
こ
で
、
会
社
法
八
二
一
条
一
項
は
、「
日
本
に
本
店
を
置
き
、
又
は
日
本
に
お
い
て
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
外
国

会
社
は
、
日
本
に
お
い
て
取
引
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
、
さ
ら
に
同
条
二
項
に
お
い
て
、「
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て

取
引
を
し
た
者
は
、
相
手
方
に
対
し
、
外
国
会
社
と
連
帯
し
て
、
当
該
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
を
弁
済
す
る
責
任
を
負
う
」
と
規

定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
会
社
法
は
、
日
本
に
本
店
を
置
き
又
は
日
本
に
お
い
て
活
動
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る

外
国
会
社
を
擬
似
外
国
会
社
と
み
な
し
、
そ
の
法
人
格
は
認
め
る
も
の
の
、
一
律
に
日
本
に
お
け
る
継
続
的
取
引
を
禁
止
し
て
お
り
、

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
罰
則
を
設
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
会
社
法
が
制
定
さ
れ
る
際
、
こ
の
擬
似
外
国
会
社
規
制
に
関
す
る
会
社
法
八
二
一
条
は
、
欧
米
経
済
団
体
の
猛
反
発
の
対

象
と
な
っ
た  
 

。
そ
の
理
由
は
、
新
た
な
会
社
法
の
規
定
に
よ
り
、
擬
似
外
国
会
社
は
日
本
で
継
続
的
取
引
を
行
い
得
な
い
こ
と
、
そ
し

て
違
反
し
て
取
引
し
た
場
合
の
法
律
効
果
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
擬
似

外
国
会
社
規
制  
 

が
明
確
と
な
り
、
従
来
か
ら
日
本
で
活
動
す
る
外
国
会
社
で
擬
似
外
国
会
社
の
要
件
に
該
当
す
る
会
社
が
、
日
本
で
営

（
　
）
３９

（
　
）
４０

（
　
）
４１（

　
）
４２
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業
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
生
じ
た
た
め
で
あ
っ
た  
 

。

　
こ
の
よ
う
な
欧
米
経
済
団
体
に
よ
る
抗
議
を
受
け
、
法
務
大
臣
及
び
法
務
省
の
立
法
担
当
者
は
、
従
前
に
国
外
で
も
事
業
を
行
っ
て

い
た
が
現
在
は
主
に
日
本
で
の
み
活
動
し
て
い
る
会
社
、
あ
る
い
は
現
在
は
主
に
日
本
で
の
み
営
業
し
て
い
る
が
今
後
国
外
で
も
事
業

展
開
の
予
定
又
は
可
能
性
が
あ
る
会
社
は
擬
似
外
国
会
社
に
当
た
ら
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
た  
 

。
さ
ら
に
、
参
議
院
法
務
委
員
会
に
お

い
て
も
、
外
国
会
社
に
与
え
る
影
響
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
会
社
法
八
二
一
条
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
等
を
内
容
と

す
る
付
帯
決
議
が
な
さ
れ
た  
 

。

　
し
か
し
な
が
ら
今
日
ま
で
会
社
法
八
二
一
条
の
改
正
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
条
文
の
平
易
な
文
言
か
ら
、
大
手
外
国
証
券
会
社

の
支
店
を
含
む
多
く
の
支
店
が
重
大
な
法
的
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
立
法
担
当
サ
イ
ド
か
ら
の
解
釈
も
裁
判
所
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
会
社
法
八
二
一
条
は
立
法
担
当
者
か
ら
そ
の
解
釈
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
文
言
上
は
依
然
と
し
て
擬
似
外
国
会
社
を

一
律
に
規
制
し
て
い
る
。
一
方
で
、
経
済
の
実
態
か
ら
言
え
ば
、
法
律
回
避
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
套
手
段
と
さ
れ
る  
 

。
こ
れ
に
対
し
て
日

本
は
、
外
国
法
人
を
利
用
し
た
国
際
的
租
税
回
避
に
つ
い
て
、
税
法
上
特
別
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
（
租

特
六
六
条
の
六
以
下
、
所
得
税
法
二
条
一
項
参
照
）  
 

。

　
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
通
商
航
海
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
に
お
い
て
は
、
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
一

律
に
継
続
的
取
引
を
禁
止
す
る
と
い
っ
た
形
式
的
な
規
制
の
仕
方
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
租
税
回
避
に
対
す
る
対
策
の
よ
う
に
、
分

野
ご
と
の
個
別
的
立
法
に
よ
っ
て
規
制
目
的
に
合
致
し
た
規
制
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る  
 

。

（
　
）
４３

（
　
）
４４

（
　
）
４５

（
　
）
４６

（
　
）
４７

（
　
）
４８
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六
　
お
わ
り
に

　
二
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
が
定
め
る
「
開
業
の
自
由
」
に
よ
り
、
擬
似
外
国
会
社
を
含
む
構
成
国
で
設

立
さ
れ
た
外
国
会
社
の
活
動
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
原
則
認
め
ら
れ
な
い
。
他
方
、
三
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
日
本
が
締
結
す
る
通
商

航
海
条
約
は
、
締
約
国
の
会
社
に
対
す
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
開
業
の
自
由
」

と
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
内
容
は
類
似
点
が
多
い
。

　
ま
た
、
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
の
自
由
」
は
、
締
約
国
の
会
社
に
対
し
て
内
国
民
待
遇
を
与
え
て
お
り
、
会
社
法
八

二
一
条
の
定
め
る
擬
似
外
国
会
社
に
対
す
る
一
般
的
規
制
は
、
こ
の
「
事
業
活
動
の
自
由
」
に
反
す
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
日

本
の
会
社
法
に
よ
る
擬
似
外
国
会
社
の
一
般
的
規
制
は
、
少
な
く
と
も
日
本
が
通
商
航
海
条
約
を
締
結
す
る
相
手
国
と
の
間
で
は
、
正

当
化
さ
れ
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
は
統
一
市
場
を
目
的
と
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な
前
提
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
運
営

条
約
に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
の
解
釈
を
、
通
商
航
海
条
約
に
お
け
る
「
事
業
活
動
に
お
け
る
自
由
」
の
解
釈
に
直
接
当
て
は
め
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
両
条
約
の
史
的
発
展
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
開
業

の
自
由
」
の
解
釈
を
「
事
業
活
動
の
自
由
」
の
解
釈
の
参
考
に
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
両
条
約
の
史
的
発
展

の
比
較
を
通
じ
て
、
類
似
性
を
探
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）　
外
国
会
社
を
用
い
て
日
本
で
営
業
し
て
い
た
具
体
的
な
証
券
会
社
名
は
、「
特
別
調
査
資
料
　
銀
行
・
証
券
の
対
日
対
外
進
出
状
況
一
覧
二

〇
〇
〇
年
版
」（
金
融
財
政
事
情
二
〇
〇
〇
年
八
月
七
日
号
）
を
参
照
。
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（
２
）　
現
在
は
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
株
式
会
社
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

（
３
）　C

ase
C
-212/9

 
     
      7  

C
entros

Ltd

  
          

v.

    E
rhvervs-

og
Selskabsstyrelse

 
                            n  

[1999]
E
C
R
I-1459.

         
 
 
        

（
４
）　
庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｕ
法
基
礎
編
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
一
頁

（
５
）　
前
掲
同

（
６
）　
Ｅ
Ｕ
条
約
と
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
、
ニ
ー
ス
条
約
及
び
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（
欧
州
連
合

条
約
）
を
い
う
。

（
７
）　
前
掲
注（
４
）、
三
頁

（
８
）　
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。”W

ithin
the

fram
ew
ork

of
the

provisi

 
 
      
    
    
  
    
   
    
       ons

set
out

below
,
restrictions

on
t

    
    
    
     
  
             
   
 he

freedom
of

   
       
 
   

establishm
ent
of
nationals

of
a
M
em
b

          
    
   
          
   
  
 
  
 er
State

in
the

territory
of
another

   
      
   
    
          
   
       

M
em
ber

State
shall

be
prohibited.

S

 
 
  
    
      
      
   
            
 uch

    

prohibition
shall

also
apply

to
rest

                                    rictions
on
the
setting-up

of
agenci

                                    es,
branches

or
subsidiaries

by
nati

                                    onals
of
any

             

M
em
ber
State

established
in
the
terr

 
  
                                 itory

of
any

M
em
ber
State.

              
  
          ”  

（
９
）　
論
者
に
よ
っ
て
、「
営
業
の
自
由
」
と
翻
訳
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
開
業
の
自
由
」
と
訳
す
る
。

（
　
）　
庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｃ
法
政
策
編
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
三
八
頁

１０
（
　
）　
条
文
は
「
構
成
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
定
款
上
の
本
店
、
管
理
の
中
心
又
は
主
た
る
営
業
所
を
共
同
体
内
に
有
す
る
会

１１社
は
、
本
章
の
規
定
の
適
用
上
、
構
成
国
の
国
民
た
る
自
然
人
と
同
様
に
み
な
さ
れ
る
。
会
社
と
は
、
協
同
組
合
を
含
む
民
法
又
は
商
法
に
基

づ
く
会
社
、
及
び
公
法
又
は
私
法
に
基
づ
く
そ
の
他
の
法
人
を
い
う
。
た
だ
し
、
営
利
目
的
を
追
求
し
な
い
も
の
は
除
く
。」

（
　
）　（
２
）
で
検
討
す
る
判
決
は
、Inspire

A
rt

 
        
  
事
件
以
外
は
、
直
接
擬
似
外
国
会
社
規
制
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
開
業
の
自
由
」
の

１２内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に
重
要
な
判
決
で
あ
る
た
め
、
検
討
の
対
象
と
す
る
。

（
　
）　C
ase
C
-212/97;

 
     
         C

entros
Ltd

 
          

v.

   

E
rhvervs-

og
Selskabsstyrelse

  
                            n  

[1999]
E
C
R
I-1459.

         
 
 
        

１３
（
　
）　
デ
ン
マ
ー
ク
通
産
省
に
属
す
る
機
関
で
あ
る
。

１４
（
　
）　
こ
の
判
断
方
法
は
、
後
のÜ  

berseering

          

事
件
判
決
、Inspire

A
rt

 
        
  
事
件
判
決
、SE

V
IC

 
 
 
  

事
件
判
決
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。SE

V
IC

 
 
 
  

事

１５件
判
決
は
、
ド
イ
ツ
の
会
社
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
会
社
が
吸
収
合
併
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
登
記
を
ド
イ
ツ
で
な
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
会

社
の
組
織
変
更
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
は
ド
イ
ツ
で
設
立
さ
れ
た
会
社
間
の
合
併
し
か
定
め
て
い
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
が
、
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「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
か
が
判
断
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
、（
ⅰ
）
国
際
合
併
は
「
開
業
の
自
由
」
の
行

使
の
特
別
な
方
法
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
・
四
八
条
が
適
用
さ
れ
る
、（
ⅱ
）
合
併
の
一
方
当
事
会
社
が
ド
イ
ツ
以
外
の
構
成
国
で
設
立
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
際
吸
収
合
併
が
行
え
な
い
限
り
、
ド
イ
ツ
法
は
吸
収
合
併
が
国
内
的
か
国
際
的
か
に
よ
っ
て
会
社
に
つ
い
て
異
な
る

扱
い
を
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
扱
い
の
違
い
は
Ｅ
Ｃ
条
約
四
三
条
及
び
四
八
条
の
意
味
に
お
い
て
制
限
を
な
し
、「
開
業
の
自
由
」
に
反
す
る
、

（
ⅲ
）
構
成
国
の
法
律
が
外
国
会
社
と
内
国
会
社
と
の
合
併
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
そ
の
合
併
の
商
業
登
記
を
拒
否
す
る

こ
と
は
、
債
権
者
保
護
等
の
目
的
に
お
い
て
も
過
度
な
規
制
で
あ
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
（C

ase
C
-451/03;

 
     
         Sevic

System
s

            
  

[2005]
E
C
R
I-10805.

        
 
 
         
）。

（
　
）　Se   e  

para.
25
of
C
entros;

C
ase
C
-212/97;

              
         
     
         C
entros

Ltd

 
          .

v.

     E
rhvervs-

og
Selskabsstyrelsen

 
                             

[1999]
E
C
R
I-1459.

         
 
 
        

１６
（
　
）　ibid

    .  

１７
（
　
）　ibi

   d  .,
at
para.

27.

                

１８
（
　
）　C

ase
C
-208/00;

 
     
         Ü  

berseering

          
v.
    N
C
C

 
 
 
 [2002]

E
C
R
I-9919

        
 
 
       .  

１９
（
　
）　
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
）
五
〇
条
一
項
は
、
法
人
格
を
有
す
る
者
（
会
社
を
含
む
）
は
、
訴
訟
当
事
者
能
力
を
有
し
て
お
り
、
そ

２０の
法
人
格
は
権
利
を
行
使
し
、
義
務
を
負
う
能
力
で
あ
る
と
定
義
す
る
と
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
例
に
よ
る
と
、
会
社
の
法
人
格
は
そ
の
実

際
の
本
拠
地
の
法
律
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
し
（
本
拠
地
法
説
）、
こ
の
ル
ー
ル
は
他
国
で
有
効
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
実
際
の
本
拠
地
を
ド

イ
ツ
に
移
転
し
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
会
社
の
法
人
格
は
ド
イ
ツ
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
法
の
下
で

法
人
格
を
得
る
た
め
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
再
設
立
さ
れ
な
い
限
り
、Ü  

berseering

          

社
は
権
利
を
行
使
で
き
ず
、
義
務
を
負
う
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
し
て
訴
訟
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

（
　
）　C
ase
81/87;

27
Sept.

1988;

 
                          T

he
Q
ueen

 
    
    

v.

    H
.M
.
T
reasury

and
C
om
m
issioners

of
I

 
  
   
             
  
 
              nland

R
evenue,

ex
parte

D
aily

M
ail

       
                  
      
    

２１and
G
eneral

T
rust

pl

     
        
       c  .  

（
　
）　

ibi

    d  .,
at
para.

24

              .  

２２
（
　
）　
こ
の
判
断
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
のC

artesio

 
       

判
決
（C

ase
C
-210/06,

 
     
         C

artesio
O
kató

és
Szolgalató

 
         
                  

[2008]
E
C
R
I-

         
 
 
   

２３9641.

     
）
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
上
田
廣
美
「
Ｅ
Ｃ
法
に
お
け
る
「
開
業
の
自
由
」
と
会
社
法
の
交
錯
～
カ

ル
テ
ジ
オ
判
決
の
波
紋
～
」
亜
細
亜
法
学
四
四
巻
一
号
二
五
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

日本の擬似外国会社規制は正当化されるか
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（
　
）　
森
田
果
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
行
方
（
一
）」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
（
四
・
五
号
）
七
八
六
頁
（
二
〇
〇
四
年
）

２４
（
　
）　C

ase
C
-167/01;

 
     
         K

am
er
van

K
oophandel

en
F
abrieken

vo

 
  
        
              
           or

A
m
sterda

    
 
      m  

v.

    Inspire
A
rt
Ltd

         
       
［2003]

E
C
R
I-6907.

       
 
 
        

２５
（
　
）　
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｖ
に
い
う
擬
似
外
国
会
社
に
は
主
に
以
下
の
よ
う
な
規
制
が
課
さ
れ
て
い
る
。
擬
似
外
国
会
社
と
し
て
の
商
業
登
記
が
必
要
で
あ

２６る
（
二
条
）、
擬
似
外
国
会
社
の
登
記
が
な
さ
れ
る
ま
で
そ
の
取
締
役
が
擬
似
外
国
会
社
と
共
に
連
帯
責
任
を
負
う
（
四
条
四
項
）、
擬
似
外
国

会
社
は
オ
ラ
ン
ダ
有
限
会
社
（
Ｂ
Ｖ
）
に
い
う
最
低
資
本
金
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
擬
似
外
国
会
社
の
作
成
す
る
書
類
全
て
に
、

当
該
会
社
の
名
・
法
形
態
等
の
他
、
擬
似
外
国
会
社
で
あ
る
旨
の
記
載
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
条
）、
こ
れ
ら
の
資
本
金
・
情
報
開
示
の
要

件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
取
締
役
が
連
帯
責
任
を
負
う
（
四
条
四
項
）
な
ど
。

（
　
）　
森
田
果
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
行
方
（
二
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
六
号
一
一
〇
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）

２７
（
　
）　D

aily
M
ail

 
      
   
事
件
判
決
及
びÜ  

berseering

          

事
件
判
決
、Inspire

A
rt

 
        
  
事
件
判
決
に
お
け
るD

aily
M
ail

 
      
   
事
件
判
決
の
解
釈
か
ら
導
き
出

２８さ
れ
る
。

（
　
）　
前
掲
注（
　
）、SE

V
IC

 
 
 
  

事
件
判
決
を
参
照
。

２９

１５

（
　
）　
波
多
野
里
望
、
小
川
芳
彦
編
『
国
際
法
講
義
［
新
版
増
補
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
三
三
五
頁

３０
（
　
）　
前
掲
同

３１
（
　
）　
柳
井
俊
二
「
友
好
通
商
航
海
条
約
─
そ
の
類
型
と
わ
が
国
が
締
結
し
て
い
る
も
の
の
概
況
─
」
時
の
法
令
六
三
二
号
三
五
頁
（
一
九
六
八

３２年
）

（
　
）　
前
掲
同

３３
（
　
）　
兼
松
武
「
逐
条
解
説
　
日
米
通
商
航
海
条
約
（
一
）」
時
の
法
令
九
七
号
二
頁
（
一
九
五
三
年
）

３４
（
　
）　
前
掲
・
兼
松
九
頁

３５
（
　
）　
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約
七
条
一
項
の
条
文
は
以
下
の
と
お
り
。「
い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
も
、
直
接
で
あ
る
と
、
代

３６理
人
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
、
又
は
何
ら
か
の
形
態
の
適
法
な
団
体
を
通
じ
て
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
す
べ
て
の
種

類
の
商
業
、
工
業
、
金
融
業
そ
の
他
の
事
業
の
活
動
を
行
う
こ
と
、
従
っ
て
（
ａ
）
支
店
、
代
理
店
、
事
務
所
、
工
場
そ
の
他
そ
の
事
業
の
遂

行
の
た
め
適
当
な
施
設
を
設
置
し
、
及
び
維
持
し
、（
ｂ
）
会
社
に
関
す
る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
一
般
法
に
基
づ
い
て
会
社
を
組
織
し
、
及
び

当
該
他
方
の
締
約
国
の
会
社
に
お
け
る
過
半
数
の
利
益
を
取
得
し
、
並
び
に
（
ｃ
）
自
己
が
設
立
し
、
又
は
取
得
し
た
企
業
を
支
配
し
、
及
び
経
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営
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
内
国
民
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。
更
に
、
当
該
国
民
又
は
会
社
が
支
配
す
る
企
業
は
、
個
人
所
有
の
形
式
で
あ
る
と
、
会

社
の
形
式
そ
の
他
の
い
ず
れ
の
形
式
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
事
業
の
遂
行
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国

の
国
民
又
は
会
社
が
支
配
す
る
同
様
の
企
業
が
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。」

（
　
）　
限
定
列
挙
さ
れ
る
業
種
と
は
、
締
約
国
の
領
域
内
で
公
益
事
業
を
行
う
企
業
若
し
く
は
造
船
、
航
空
運
輸
、
水
上
運
輸
、
預
金
業
務
又
は

３７信
託
業
務
に
限
る
銀
行
業
務
、
土
地
そ
の
他
の
天
然
資
源
の
開
発
で
あ
る
。

（
　
）　
兼
松
武
「
逐
条
解
説
　
日
米
通
商
航
海
条
約
（
三
）」
時
の
法
令
九
九
号
二
六
頁
（
一
九
五
三
年
）

３８
（
　
）　
通
説
に
よ
る
と
、
日
本
の
国
際
私
法
は
設
立
準
拠
法
主
義
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
外
国
会
社
の
権
利
能
力
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

３９設
立
準
拠
法
た
る
外
国
法
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
法
に
従
っ
て
有
効
に
会
社
が
設
立
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
会
社
の
法
人
格

は
日
本
で
認
め
ら
れ
る
。

（
　
）　
早
川
吉
尚
「
擬
似
外
国
会
社
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
七
号
一
一
五
頁
（
二
〇
〇
四
年
）

４０
（
　
）　
高
岡
秀
一
郎
「
在
日
欧
州
経
済
団
体
　
新
会
社
法
八
二
一
条
改
正
あ
く
ま
で
要
求
」Jiji

T
op
C
onfidential

 
     
    
            
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
三
日

４１号
四
頁
（
二
〇
〇
五
年
）

（
　
）　
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
八
二
条
は
、
日
本
に
本
店
を
置
き
、
又
は
日
本
に
お
い
て
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
外
国
会

４２社
は
、
日
本
で
設
立
し
た
会
社
と
同
一
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
要
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
条
文
の
効
果
に
つ
き
、
判
例
は
、
擬
似
外
国

会
社
は
日
本
法
に
準
拠
し
て
再
設
立
さ
れ
な
い
限
り
法
人
格
も
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
（
大
審
院
決
定
大
正
七
・
一
二
・
一
六
民
録
二

四
輯
二
三
二
八
頁
、
東
京
地
判
昭
和
二
九
・
六
・
四
判
タ
四
〇
号
七
三
頁
）
が
、
擬
似
外
国
会
社
の
活
動
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
昭
和
二
九
年

以
降
、
旧
商
法
四
八
二
条
違
反
が
訴
訟
に
お
い
て
積
極
的
に
争
わ
れ
た
事
案
は
な
く
、
現
実
の
運
用
で
は
実
効
性
あ
る
規
定
と
し
て
機
能
し
て

い
る
か
極
め
て
疑
わ
し
か
っ
た
。

（
　
）　
会
社
法
八
二
一
条
の
立
法
趣
旨
は
、
外
国
会
社
を
利
用
し
た
日
本
の
会
社
法
制
の
脱
法
・
潜
脱
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
擬

４３似
外
国
会
社
の
法
人
格
を
否
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
た
め
、
①
擬
似
外
国
会
社
の
法
人
格

は
認
め
る
も
の
の
、
②
旧
商
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
効
果
を
明
確
に
す
る
規
定
と
し
て
、
違
反
者
に
対
す
る
連
帯
責
任
の
規
定
を
設
け
て
い
る

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
資
産
流
動
化
に
お
い
て
、
外
国
会
社
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
通
常
そ
の
よ
う
な
会
社
は
擬
似
外
国
会
社
に
は

当
た
ら
ず
、
継
続
取
引
も
行
わ
な
い
と
解
釈
し
て
、
適
用
を
除
外
し
て
い
る
。（
相
澤
哲
編
著
『
一
問
一
答
　
新
・
会
社
法
［
改
訂
版
］』（
商
事

日本の擬似外国会社規制は正当化されるか
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法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
二
二
八
─
二
三
三
頁
）

（
　
）　
参
議
院
法
務
委
員
会
、
財
政
金
融
委
員
会
、
経
済
産
業
委
員
会
連
合
審
査
会
に
お
け
る
南
野
知
恵
子
法
務
大
臣
の
答
弁
（
第
一
六
二
回
国

４４会
同
連
合
審
査
会
第
一
号
〔
平
成
一
七
年
六
月
九
日
〕）、
及
び
参
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
寺
田
逸
郎
政
府
参
考
人
の
答
弁
（
第
一
六
二
回

国
会
参
議
院
法
務
委
員
会
第
二
四
号
〔
平
成
一
七
年
六
月
一
六
日
〕）
参
照
。

（
　
）　
第
一
六
二
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
第
二
六
号
〔
平
成
一
七
年
六
月
二
八
日
〕
参
照
。

４５
（
　
）　
野
村
美
明
『
ケ
ー
ス
で
学
ぶ
国
際
私
法
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
四
頁

４６
（
　
）　
前
掲
・
野
村
一
六
五
頁

４７
（
　
）　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般
会
社
法
（C

alifornia
G
eneral

C
orporations

C
ode

 
           
        
             
   
）
は
、
純
利
益
の
五
〇
％
以
上
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

４８内
で
の
営
業
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
株
主
名
簿
上
の
五
〇
％
以
上
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
擬
似
州
外

会
社
で
あ
っ
て
も
、
準
州
内
会
社
と
み
な
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
会
社
法
の
一
定
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い

る
（
二
一
一
五
条
）（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
、
龍
田
節
訳
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
社
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
国
際
商
事
法
務
六
巻

一
三
九
頁
（
一
九
七
八
年
））。
こ
の
よ
う
な
規
制
方
法
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

論　　　説
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